
 
 

 

 

 

平素は、農協事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

田植え作業等、たいへんお忙しくなってくると思いますが、体調には十分お気を付けて作業い

ただきますよう、宜しくお願い致します。 

また、４月１日より新体制で業務を行っております。営農センター職員一同、皆様のご利用を

心よりお待ちしておりますので、宜しくお願い致します。      

ご用件は、多気営農センターでお伺いさせて頂きますので、ご連絡お願い申し上げます。 

多気営農センター 電話番号 0598-39-6170 

今後とも職員一同一層サービスの向上に努めて参りますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

〇商品の注文、配達、引取りについて 
① 当用商品の注文は、多気営農センターで承ります。 

また各種予約注文書については、多気営農センター店舗で承り、旧津田店、旧多気営農セ

ンター丹生店、旧奥伊勢営農センター、多気営農センター川添店、旧奥伊勢営農センター大

台東部店、大台宮川支店に注文書回収ＢＯＸを設置していますので、定期的に回収させて頂

きます。 

  

② 当用商品の配達は、以下の曜日で各地域に配達に伺います。 

注文受付：月曜日の午後～水曜日の午前まで ⇒木曜日に配達 

        水曜日の午後～翌週月曜日の午前まで ⇒翌週の火曜日に配達 

    

※１ 配達の件数や数量が多い場合は、翌日配達になる場合があります。 

※２ 領内・大杉谷の地域は、木曜日のみ配達になります。 

   ※３ 天候の変化や急を要する場合は、その都度ご相談させて頂きます。 

 

〇多気営農センター４～５月の営業時間について 

 平 日  ⇒  午前８時４５分～１８時まで 

 土日祝  ⇒  午前８時４５分～１２時まで 

農繁期対応の店舗営業について 

３月２２日（土）～５月１１日（日）までは、営農センター店舗のみ営業しま

す。 

土日祝  ⇒ 午前８時４５分～１２時まで 

 



 下記を参考にしてください。 

 １．カンザワハダニ 

  この時期は、日当たりの良い裾部や園の南側に多くいます。気温が上がってくるとカンザワハダニの

活動も活発になり、発生が増える可能性があります。防除をする場合は、裾葉や葉裏にもかかるように

しましょう。       

 ２．チャノホソガ 

 新芽に水滴状の卵がついていないかチェックしましょう。卵期間は 3～6 日ふ化してから三角の巻

き葉を巻くまでの幼虫期間は 7～16 日程度です。三角に巻いた葉の中の幼虫のフンによって品質が著

しく低下します。摘採予定日と発生量、農薬の摘採前日数に注意して防除しましょう。 

 

病 害 虫 名 使用薬剤名 濃 度 摘採日数 回 数 備 考 

カンザワハダニ バロックフロアブル 2,000 倍 14 日前 1 回 萌芽期 

チャノホソガ ファルコンフロアブル 4,000 倍 7 日前 2 回 開葉期 

上記以外のダニ剤！ ダニサラバフロアブル 1000～2000 倍/7 日前/2 回 

※摘採日数がぎりぎりの場合はダニサラバの使用が有効です。 

※栽培履歴の記帳を徹底しましょう。栽培履歴の無いお茶は、市場では販売できません。 

 

 下記を参考にしてください。 

除草剤散布後は、５日間湛水状態(５～６㎝)を保ち田面が露出しないようにします。また散布後

７日間は落水、かけ流しは控え、入水する場合は、静かに行います。省力処理剤(ジャンボ剤等)は、

拡散性に優れていますが強風時の使用は避けましょう。 

また、気温が高くなってくる季節です。雑草の発生時期及び生育が早くなるので、除草剤の散布

は遅れないように適期散布を心がけて下さい。ただし田植え後、植え傷みのある場合や苗の活着が

悪い場合は、極端な早期散布は避け、稲の生育を考慮し除草剤散布をやや遅らせる事も検討してく

ださい。 

おすすめ除草剤 

初中期一発処理剤      ラオウジャンボ     処理最適期  移植直後 ～１０日    

イモ系（クログワイ）    ゼータジャガージャンボ 処理最適期  移植後 ３～１０日 

ヒエ専用剤         クリンチャージャンボ  処理最適期  移植後 ７～３５日 

体系防除（初期剤＋中期剤） マーシェットジャンボ  処理最適期  移植後  ～ ７日 

              フルスコアＺジャンボ  処理最適期  移植後１４～３０日 

☆軽量サンバイドの返品について 

   令和７年作用に購入の軽量サンバイドをご使用いただき、未使用１袋単位で余りました方に

つきましては、令和７年５月１５日（木）までに多気営農センターまで返品をお願い致します。 

 

肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

多気営農センター39－6170 または各営農指導員携帯へご相談ください。 


